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新
年
を
迎
え
て

　

平
成
二
十
九
年
最
初
の
活
動
は
一

月
八
日
に
、
ま
ゆ
玉
作
り
と
ま
ゆ
玉

飾
り
を
行
な
い
、
当
館
一
階
ロ
ビ
ー

に
飾
る
。

　

む
か
し
、
西
砂
川
地
域
は
養
蚕
が

盛
ん
で
、
地
域
内
全
て
の
家
で
行
な

わ
れ
て
い
た
。
ま
ゆ
玉
作
り
は
本
来

一
月
十
四
日
に
各
家
庭
で
作
っ
て
飾

り
、
一
月
十
七
日
に
下
げ
て
家
族
全

員
で
だ
ん
ご
を
焼
い
て
食
べ
る
。
又

お
嫁
さ
ん
を
も
ら
っ
た
家
で
は
、

十
五
日
に
は
お
嫁
さ
ん
の
正
月
と

し
、
平
餅
を
持
っ
て
里
帰
り
す
る
風

習
が
あ
っ
た
と
云
う
。

　

当
館
で
は
ま
ゆ
玉
飾
り
の
行
事
を

平
成
十
年
か
ら
毎
年
一
月
第
一
日
曜

日
に
行
な
っ
て
い
て
現
在
も
続
い
て

い
る
。

　

又
初
笑
い
親
子
手
打
ち
う
ど
ん
作

り
大
会
も
当
地
域
内
文
化
会
が
主
催

で
西
砂
会
館
が
共
催
で
行
な
っ
て
い

る
。
一
チ
ー
ム
親
一
人
子
供
四
人
の

五
人
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
全
て
粉

か
ら
混
ぜ
る
、
こ
ね
る
、
踏
む
、
切

る
ま
で
行
な
う
、
な
お
、
ゆ
で
る
工

程
は
主
催
者
側
の
人
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
こ
の
行
事
は
平
成

十
一
年
か
ら
毎
年
行
な
っ
て
い
て
、

現
在
も
継
続
し
て
い
る
。
手
打
ち
う

ど
ん
作
り
の
出
前
授
業
に
つ
い
て

も
、
地
域
内
の
松
中
小
、
西
砂
小
の

六
年
生
を
対
象
に
毎
年
行
な
っ
て
い

る
。
松
中
小
学
校
に
は
平
成
十
二
年

か
ら
毎
年
行
な
い
、
現
在
も
継
続
中

で
あ
り
、
又
西
砂
小
学
校
に
も
平
成

十
七
年
か
ら
毎
年
行
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
各
学
校
の
生
徒
が

五
年
生
に
な
る
と
誰
云
う
と
な
く
、

来
年
は
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
が
出
来

る
と
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
、

私
共
は
止
め
る
事
が
出
来
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

　

手
も
み
お
茶
作
り
も
地
元
農
園
の

協
力
を
得
て
、毎
年
行
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
地
域
の
文
化
会

が
主
催
で
西
砂
会
館
が
協
力
し
て
、

平
成
九
年
か
ら
毎
年
行
な
っ
て
い
る
。

こ
の
行
事
も
松
中
小
、
西
砂
小
の
生

徒
が
多
く
参
加
し
好
評
で
あ
る
。
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　第23回  西砂会館まつり
　　　　開催日  ３月12日（日）

《午前の部》 10時～11時30分
　　杵つきもち
　　手打ちうどん
　　地場産野菜等販売
　　包丁とぎ
《午後の部》 12時～
　　会館利用者の演芸発表
　　福引抽選会

　

今
年
も
恒
例
の
会
館
ま
つ
り
を

三
月
十
二
日
に
開
催
致
し
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
、

模
擬
店
、
会
館
利
用
者
の
皆
様
の

演
芸
発
表
、
何
が
当
る
か
楽
し
み

な
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
役
員
一
同
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

10時30分より
　販売開始
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『
防
災
訓
練
と
利
用
者
懇
談
会
』

　

昨
年
九
月
二
十
四
日
（
土
）
に
防

災
訓
練
と
利
用
者
懇
談
会
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
運
営
委
員
、
利
用
者

団
体
を
あ
わ
せ
て
二
十
四
名
の
参
加

が
あ
り
、
消
防
署
の
方
か
ら
も
五
名

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
に

一
一
九
番
通
報
の
練
習
を
し
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
の

説
明
を
聞
き
、
一
人
づ
つ
行
い
ま
し

た
。

『
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
応
急
手
当
の

要
領
』

一
、
肩
を
軽
く
た
た
き
な
が
ら
声
を

か
け
る
。

二
、
反
応
が
な
い
、
又
は
判
断
に
迷

う
場
合
は
大
声
で
助
け
を
求
め
、

一
一
九
番
通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
依
頼

す
る
。

三
、
呼
吸
を
確
認
す
る
。

四
、
呼
吸
が
な
い
、
判
断
に
迷
う
場

合
は
す
ぐ
に
胸
骨
圧
迫
を
30
回
行

う
。

五
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
到
着
し
た
ら
電
源
を

入
れ
る
。

六
、
電
源
パ
ッ
ド
を
胸
に
貼
る
。

七
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
必
要
性
は
Ａ

Ｅ
Ｄ
か
判
断
す
る
。

八
、
指
示
に
従
い
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン

を
押
す
。

　

そ
の
後
外
に
出
て
消
火
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

 

『
ま
ゆ
玉
飾
り
』

　

一
月
八
日
（
日
）
に
毎
年
恒
例
の
ま
ゆ
玉
飾
り
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
六
〇
名
く
ら
い
の
参
加
が
あ
り
と
て
も
に
ぎ
や
か
に
終
わ
り
ま
し
た
。
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西
砂
地
区
に
油
田
が

　

戦
後
昭
和
二
十
五
年（
一
九
五
〇
）

頃
か
ら
西
砂
地
域
の
井
戸
水
に
変
化

が
始
ま
り
、
油
の
臭
い
が
す
る
。
そ

れ
は
横
田
基
地
か
ら
航
空
機
の
燃
料

が
補
給
管
の
損
傷
に
よ
る
放
漏
で
あ

る
。
別
に
思
わ
れ
る
の
は
、
元
日
本

の
福
生
飛
行
場
時
代
ド
ラ

ム
缶
を
地
下
壕
に
米
軍
の

爆
撃
を
受
け
な
い
よ
う
に

入
れ
て
あ
っ
た
ド
ラ
ム
缶

の
腐
食
に
よ
り
放
漏
し
た

も
の
か
。旧
五
日
市
街
道
、

中
里
地
区
よ
り
福
生
市
に

向
う
現
在
の
滑
走
路
の
南

端
の
西
側
の
雑
木
林
の
中

に
油
倉
庫
と
い
わ
れ
た
大
き
な
地
下

タ
ン
ク
が
あ
り
、
そ
の
残
油
か
？
他

に
も
大
き
な
要
因
が
あ
る
。
米
軍
が

航
空
機
事
故
の
火
災
か
ら
人
命
救
助

と
消
火
剤
の
開
発
実
験
が
時
々
行
わ

れ
て
い
た
。
そ
の
実
験
は
大
き
い
素

掘
の
浅
い
池
に
廃
飛
行
機
を
置
き
、

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
で
幾
台
も
の
油

を
流
し
点
火
を
し
、
そ
の
火
炎
の
中

よ
り
人
命
救
助
を
す
る
訓
練
と
消
火

剤
の
開
発
実
験
が
実
施
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
残
油
は
地
下
に
渗
透
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

多
く
の
要
因
の
あ
る
中
、
我
が
家

の
井
戸
水
を
汲
上
げ
火
を
付
け
た
ら

燃
え
た
の
で
、
消
防
署
、
そ
し
て
マ

ス
コ
ミ
に
よ
る
多
く
の
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
た
。
井
戸
の
深
さ
は
二
十
米

で
あ
る
。

　

地
下
水
の
汚
染
か
ら
、
緊
急
に
深

井
戸
が
掘
ら
れ
、
簡
易
水
道
が
引
か

れ
た
、
本
管
は
二
本
で
一
本
は
五
日

市
街
道
と
殿
ヶ
谷
分
水
の
間
を
通
り

川
の
上
は
鉄
パ
イ
プ
で
通
し
各
家
庭

に
入
れ
、
道
路
南
側
の
家
、
宮
沢
地

区
は
庭
通
し
（
家
の
庭
か
ら
庭
）
に

本
管
を
通
し
家
に
入
れ
た
。
そ
れ
は

家
ご
と
に
五
日
市
街
道
を
横
断
す
る

の
が
大
変
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

簡
易
水
道
の
関
係
で
朝
夕
の
時
間

帯
は
水
圧
が
下
り
、
そ
の
後
深
井
戸

も
汚
染
さ
れ
、
本
水
道
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
光
一

 

西
砂
小
学
校

　
う
ど
ん
作
り
出
前
授
業

　

去
る
十
二
月
十
九
日
・
二
十
日「
手

打
ち
う
ど
ん
作
り
」の
出
前
授
業
を
、

西
砂
小
学
校
の
六
年
生
（
百
十
名
）

を
対
象
に
行
な
い
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
う
ど
ん
粉
に
水
を
含
ま
せ
る
水

回
し
、
こ
ね
、
踏
み
込
み
等
々
の
作

業
行
程
を
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
う
ど
ん

は
、
さ
ぞ
美
味
し
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

な
お
、
松
中
小
学
校
へ
の
出
前
授

業
は
、
二
月
初
旬
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。　
　
　
　

記　

渡
辺　

茂
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西
砂
会
館
利
用
案
内

「
開
館
時
間
」

　
午
前
九
時
〜
午
後
十
時

「
利
用
申
し
込
み
受
付
日
」

　
毎
月
一
日
と
月
・
水
・
金
の

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　（
正
午
〜
午
後
一
時
を
除
く
）

※
印
刷
機
も
有
料
に
て
利
用
で
き

　
ま
す
。（
使
用
受
付
時
間
内
）

「
休
館
日
」

　
第
二
火
曜
日
・
第
四
木
曜
日

「
お
問
い
合
わ
せ
」

　
℡
℻

　
五
三
一
―
〇
〇
六
六

☆
会
館
内
は
禁
煙
で
す

　『
ロ
ー
ズ
健
康
体
操
』

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
!
」

先
生
の
弾
ん
だ
声
に
、
誘
わ
れ
る

よ
う
に
し
て
一
時
間
の
体
操
が
、

始
ま
り
ま
す
。

　

前
半
は
音
楽
に
乗
っ
て
体
を
動

か
し
て
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
。
小
休

止
の
後
は
床
に
座
っ
て
の
ス
ト

レ
ッ
チ
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
で
す
。

簡
単
な
脳
の
活
性
化
に
も
良
い
運

動
を
加
え
、
あ
っ
と
い
う
間
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
り
で
す
。

　

充
実
し
た
内
容
で
、
身
体
が
ほ

ど
良
く
ほ
ぐ
れ
ま
す
。
慣
れ
な
い

方
は
自
分
で
運
動
量
を
調
整
し
て

い
ま
す
。

　
「
ロ
ー
ズ
健
康
体
操
」
の
会
が

発
足
し
た
の
は
昨
年
の
10
月
。
立

川
市
主
催
の「
地
域
体
操
ク
ラ
ブ
」

が
半
年
間
で
終
了
の
後
、
自
主

サ
ー
ク
ル
と
し
て
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。

　

社
会
教
育
団
体
に
登
録
し
在
籍

は
現
在
14
名
。

　

目
標
は
ズ
バ
リ
「
健
康
寿
命
を

少
し
で
も
長
く
」
で
す
。

体
調
管
理
に
努
め
る
、
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
会
で
す
。

　

講
師
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
日
本

ト
リ
ム
体
操
協
会
」
に
所
属
す
る

吉
田
文
栄
先
生
で
す
。

毎
週
金
曜
日
10
時
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
見
学
の
方
、
歓
迎
致
し
ま

す
。

　『
そ
う
め
ん
流
し
大
会
』

　

昨
年
八
月
七
日
（
日
）
に
そ
う

め
ん
流
し
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
盛
大
に
終

わ
り
ま
し
た
。

◇
編
集
後
記
◇

　

節
分
の
日
に
、
恵
方
巻
き
を
食

べ
ま
し
た
か
？
今
年
の
方
角
は
北

北
西
や
や
北
。

　

近
年
、
豆
ま
き
や
鰯
に
ヒ
イ
ラ

ギ
の
風
習
も
減
り
つ
つ
あ
り
、
伝

統
的
な
豆
ま
き
の
減
少
も
寂
し
い

も
の
で
す
が
、
黙
々
と
最
後
ま
で

食
べ
る
恵
方
巻
き
の
光
景
が
、
こ

れ
か
ら
の
風
習
に
な
っ
て
い
く
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。


